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令和６年12 月24日 

 

 

南箕輪村長 藤城 栄文 様 

 

 

南箕輪村むらづくり委員会   

会 長 足立 芳夫     

 

 

南箕輪村創生総合戦略の検証に係る答申について 

 

 

令和３年７月 6 日付け３地第 149 号で諮問されました「南箕輪村創生総合戦略の

検証」について、以下のとおり答申いたします。 

 

 

１．検討の経緯と結果  

令和６年 10 月８日から３回にわたるむらづくり委員会において、「南箕輪村創生

総合戦略」の検証を行いました。検証結果は、添付資料のとおりです。 
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南箕輪村創生総合戦略の検証結果 

 

基本目標 
施策・数値目標項目に対する検

証判断結果（28 項目） 

基本目標に対する 

検証判断結果 

（１）立地特性を生かした職住

近接のむらづくり 

【６項目】 

順調 ３項目 

順  調 
おおむね順調 １項目 

努力を要する １項目 

改善・対策を要する １項目 

（２）若者定住と郷土愛の醸成

による帰って来たいむら

づくり 

【８項目】 

順調 ４項目 

おおむね順調 
おおむね順調 ３項目 

努力を要する １項目 

改善・対策を要する ０項目 

（３）安心して子どもを産み育

てることのできるむらづ

くり 

【９項目】 

順調 ５項目 

おおむね順調 
おおむね順調 １項目 

努力を要する ３項目 

改善・対策を要する ０項目 

（４）誰もが安心して暮らし続

けられるむらづくり 

【５項目】 

順調 ２項目 

おおむね順調 
おおむね順調 ２項目 

努力を要する １項目 

改善・対策を要する ０項目 
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施策・数値目標項目に対する検証判断結果28項目のうち、「努力を要する」又は「改

善・対策を要する」とした数値目標項目は以下のとおりです。 

 

 

（１）立地特性を生かした職住近接のむらづくり 

 

 

 

（２）若者定住と郷土愛の醸成による帰って来たいむらづくり 

 

 

 

（３）安心して子どもを産み育てることのできるむらづくり 

 

 

 

（４）誰もが安心して暮らし続けられるむらづくり 

 

 

  

判断結果 数値目標項目名 

努力を要する  企業振興補助金交付事業所数 

改善・対策を要する 就労情報へのアクセス数 

判断結果 数値目標項目名 

努力を要する  持ち家世帯の区加入率 

判断結果 数値目標項目名 

努力を要する  

登下校見守りボランティア登録者数 

出会いイベントの開催数 

わくわくクラブ会員数 

判断結果 数値目標項目名 

努力を要する  防災に関する出前講座開催数 
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２．付帯意見 

 

（１）立地特性を生かした職住近接のむらづくり 

【施策３ 移住者や女性の就業支援】 

（KPI８ 就労情報へのアクセス数） 

上伊那広域連合の就活事業に村として参加しており、その際、村の就活サイトは廃止

とした経緯がある。村独自のアクセス数ではなく上伊那全体のものとなっているため、

むらづくり委員会が上伊那全体の数値を検証することに疑義もある。次期計画において

は数値目標の設定に留意されたい。 

（KPI10 女性のための研修制度開催数） 

村が行っている女性のための就業支援について、ハローワークなどに比べてまだまだ

認知度がないと思われる。就業できる方を増やすためにも事業の周知をされたい。また、

研修にあたって、外国人住民の方への支援も検討されたい。 

 

 

（２）若者定住と郷土愛の醸成による帰って来たいむらづくり 

【施策１ 安全で快適な住宅・住環境づくり】 

（KPI11 下水道普及率） 

下水道普及率100％は素晴らしいこと。移住へのPRに活用されたい。 

（KPI13 市民農園面積） 

ふれあい農園で行っている栽培講習会は、これからガーデニングや畑をやりたい方に

とってもニーズがあると思う。対象者をふれあい農園の契約者に限らず、一般向けにも

イベントを拡大するなど検討されたい。 

【施策２ 村内移住・定住・若者回帰の推進】 

（KPI15 持ち家世帯の区加入率） 

区、組の役が多く、組から抜けていく世帯が多い。区、組から抜けても普通に暮らして

いけるとの考え方が非常に多いと感じる。持続可能な自治会検討委員会で検討も行われ
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ているが、区によって抱える事情や特徴は違うため、区に応じた課題をサポートしてい

く対策が必要である。なお、外国人住民も増えている状況であり、パンフレットなどの

多言語化を図られたい。 

【施策３ 南箕輪の魅力開発とブランドづくり】 

（KPI18 経ヶ岳・権兵衛峠を活用したイベントにおける登山者数） 

災害等が起こると登山者数は減るため達成値は少なくなる。設定された目標値からの

評価が難しいところであり、次期計画においては数値目標の設定に留意されたい。 

また、中学校での経ヶ岳へ登る行事の折り返し地点の変更もあり、村民が経ヶ岳に登

る機会が減少している。例えば、親子で経ヶ岳に登るイベントなどがあれば、経ヶ岳か

らみた村の景色のすばらしさを子どもたちに伝えられるのではないかと思う。 

（KPI19 「ふるさと名物」商品化件数） 

村民で「ふるさと名物」について知っている方が少ないと感じる。これだけの推奨品

があるので、村民へもPRをしてほしい。 

 

 

（３）安心して子どもを産み育てることのできるむらづくり 

【施策１ 妊娠出産・子育て支援の充実】 

（KPI20 切れ目ない支援のための連携会議（子育て世代包括支援センター）） 

ヤングケアラーはアンケートではいないとのことであったが、潜在的には存在してい

ると思うので、学校、教育委員会など関係機関と連携をとった対策が必要である。また、

現在の事業の対象は乳幼児から小学生までの子どもが中心のように感じるため、中学生、

高校生などの世代への対策もしっかりと行われたい。 

（KPI22 登下校見守りボランティア登録者数） 

活動については、主に学校を通じての周知、PRとのことであるが、地域での見守りボ

ランティアの登録者を増やすためにも、村広報紙への掲載など広くPRをされたい。 
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【施策２ 教育の充実】 

（KPI27 わくわくクラブ会員数） 

コロナ禍により会員数が減少したことは仕方がないことだが、わくわくクラブ、クラブ

所属団体ともに新規会員の勧誘や PR を行っているので、村としても会員増加に向けての

情報発信やPRにしっかりと協力されたい。 

 

 

（４）誰もが安心して暮らし続けられるむらづくり 

【施策１ 自然災害に強い地域づくり】 

（KPI32 防災に関する出前講座開催数） 

外国人住民に対しては、地震や自然災害のない地域から来ている方もおり、言葉の問

題も含め災害時の対応が課題である。地域と一緒になって外国人住民へ向けての講座等

検討してほしい。 

【施策３ 自然環境に育まれるむらづくり】 

（KPI36 河川愛護活動の実施回数） 

活動している団体の高齢化が危惧される。若い方に参加していただくような PR を村

としても協力して進めてほしい。 

 

〈全般〉 

第２期南箕輪村創生総合戦略の検証に際し、設定当時から達成値の取得方法な

どが変更されている、目標値の設定が現状に則していないなどの指標が多くあり、

多くの委員から設定された目標値からの評価が難しいとの意見が出されたため、

次期計画においては数値目標の設定に留意されたい。 

また、施策展開の横断的な考え方として、「多様な人材の活躍の推進」が掲げら

れ、地域の関わる一人ひとりが地域の担い手として自ら積極的に参画し、地域資

源を活用しながら、地域の実情に合わせた発展につなげていくため、多様な人材

が活躍できる環境づくりと、活気あふれる村をつくるため、若者、高齢者、女性、
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障がい者、外国人など、誰もが居場所と役割を持ち活躍できるむらづくりを進め

ていくこととされている。今回検証の中で、多くの分野で外国ルーツの方に対す

る対応が遅れているという意見があった。多言語での案内など AI 等先端技術も活

用しながら多文化共生、インバウンド対策について前に進めていただきたい。ま

た、女性活躍や見守りボランティアなどの活動の活性化にあたっては、しっかり

とした周知 PR をされることを望む意見が多かった。学校での体験学習やキャリ

ア教育の推進など若者への施策を含め、村創生総合戦略が掲げる「多様な人材の

活躍の推進」をしっかりと進められたい。 

 

 

 

 

 

３．南箕輪村創生総合戦略の検証についてのむらづくり委員会開催の経過 

 

（令和６年度） 

開催日 内容 

第８回 令和６年10月８日 〇南箕輪村創生総合戦略の検証①について 

第９回 令和６年10月22日 〇南箕輪村創生総合戦略の検証②について 

第 10回 令和６年11月19日 〇南箕輪村創生総合戦略の検証（まとめ）について 
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むらづくり委員名簿（第６期） 

会 長 足立  芳夫 北原区推薦 

会長職務代理者 入倉 眞佐子 村長指名 

委 員 山岡   勉 久保区推薦 

委 員 長谷川 義隆 中込区推薦 

委 員 加藤  直樹 塩ノ井区推薦 

委 員 高木   武 北殿区推薦 

委 員 唐木  茂人 南殿区推薦 

委 員 酒井 きよみ 田畑区推薦 

委 員 清水 眞知子 神子柴区推薦 

委 員 伊久間 美昭 沢尻区推薦 

委 員 伊澤  武善 南原区推薦 

委 員 北原  泰司 大芝区推薦 

委 員 清水  克俊 大泉区推薦 

委 員 田口  和弘 村長指名 

委 員 小椋  信子 村長指名 

委 員 菅家  美果 村長指名 

委 員 唐澤  成江 村長指名 

委 員 平野  幸代 村長指名 

委 員 千   菊夫 村長指名 

委 員 富岡  順子 村長指名 

委 員 橋場 麻衣子 村長指名 

専門委員 松田  聖一 公  募 

専門委員 宮坂  大樹 公  募 

専門委員 原   和彦 アルプス中央信用金庫信大前支店長 

専門委員 井口  千鶴 上伊那農業協同組合南箕輪支所長 

専門委員 稲生  正徳 日本郵便南箕輪郵便局長 

専門委員 吉川 つづり 伊那ケーブルテレビジョン 

専門委員 三澤   聡 土地家屋調査士 

敬称略  


